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クラブフォーラム
「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラムについて」 

青少年奉仕委員会 委員長　末　吉　賢　多
　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　45名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　10名
出席率　81.82％　　前々回訂正　81.13％　　　　
欠席者　藤岡，加戸，川本，児島，小菅，森本，奥田，槌田，氏房，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
基本的教育と識字率の向上月間
　2014年10月 RI 理事会は、9月を重点分野「基本的教育と識字率の向上月間」 とした。 地域
社会で基本的教育を普及し、識字能力を高める為のプログラムを支援し、地域社会の参加を
促進、成人識字率の向上、教育における男女格差を減らす為の活動、基本的教育と識字率向
上に関連した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間である。
ロータリーの友月間
　雑誌月間の廃止に伴い2015-16年度より日本独自に、9月を「ロータリーの友月間」とした。ロータリー地域雑誌と
呼ばれる「友」誌は、全世界に31誌ある地域雑誌でその目的は地域の特徴ある活動をその地域のロータリアンが
共有することである。又「The　Rotarian」の中からいくつかの記事をすべての地域雑誌にも掲載しているのは、
全世界のロータリアンが共通して知っておかなければならないためである。会員の義務でもある雑誌の講読や記
事紹介を会員に強調する月間でもある。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 本日のクラブフォーラムの資料と「作法同好会《名残りの茶会》ご案内」を配付しております。
② 理事・役員・委員長・部会長の皆様には10月1日㈪ 18：30から開催いたします「ガバナー補
佐訪問クラブ協議会」のご案内をお送りしておりますので、 よろしくお願いいたします。

③ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第1回創立30周年記念実行委員
会」が開催されますので、実行委員会の皆様はよろしくお願いいたします。

④ 他クラブ週報・月報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
竹本会長 : 先日7日～9日と東京に行っていましたが、東京はとてもよい天気でした。岡山に大雨警報が報じられ

ていましたので心配していましたが、岡山に帰って、何事もなく安心致しました。
仲田幹事 : 高松西RCとの野球に参加の皆様お疲れ様でした。あいにくの雨でボーリングになりましたが、楽しい

会でしたのでスマイルします。
日笠（伸）会員 : 先週の土曜日は、予定されていた高松西RCとの野球の交流試合が雨天中止となり、急遽ボー

リングの対抗戦となりましたが、岡山北西RCが圧勝しました。懇親会、その他の二次会では親睦を深
めることができました。また年内に試合をする約束をして笑顔で散会しました。関係者の皆さま、あり
がとうございました。

笠原会員 : 土曜日は雨の中、高松西RCとの親睦会に参加された方、お疲れ様でした。
山下会員 : 土曜日、高松西RCとの野球同好会、参加しました。楽しく懇親会過ごせました。

日曜日、友人の開業25周年記念に出席しました。中学・高校・大学、クラスのグループが別 に々あり、
仲々忙しい会でした。大原謙一郎氏にもお礼（インターアクトの）いたしました。

西岡会員 : 高松西RCとの親睦会参加の方、お疲れ様でした。
横山会員 : 今週の甲子園出席の皆さん、エースが絶好調だそうですので頑張って下さい。
鈴木会員: 写真同好会 岡本幹事、作品の提出がおそくなり申し訳ございませんでした。展示の際にはモザイク

をかけて下さい。
大畑会員 : 毎週の例会出席は、今日が最後になりそうですが、時々食事を食べに参加しますのでよろしくお願い

致します。色 と々お世話になりました。
久松会員 : 上着とバッジを置き忘れてきました。この様な時に限って目立つ席になってしまいました。スマイルします。
福元会員 : 欠席が続きましたので、お詫びを込めてスマイル致します。
小松原会員 : 先週は、鬼の霍乱で10数年振りに寝込んでしまい欠席させて頂きました。申し訳ありません。
野田会員 : 10日間ほどヨーロッパを旅行してきました。パリは最高気温18℃と秋めいていました。帰国の際はフラ

ンクフルト発関西空港行は台風の為、無期限の欠航となった為、ウィーン空港へ飛び、オーストリア航
空でなんとか12時間遅れで成田へ着きました。例会欠席しましたのでスマイルします。

   13件 38,000円（累計 432,672円）

誕生日ショートスピーチ 花　房　　　茂　会員
　私は昭和25年9月１日に岡山市内で生まれました。小学生の頃、誕生日が9月1日であ
ることをあまり嬉しく思っておりませんでした。何故なら、夏休みが終わって二学期
の始業式の登校日と重なっていたからです。
　昭和25年頃といいますと、戦後復興のさなかで皆一様に貧しく、私の家も同様でし
た。しかし、皆が貧しい為、劣等感を抱いた記憶は余りありません。生活の為、がむしゃらに働いてきた
今は亡き両親の姿は、今も私の脳裏に焼き付いています。そしてその姿が、その後の私の人生に多大な
影響を与えたことは、言うまでもありません。
　最後に、誕生日を祝っていただいた北西ロータリークラブに感謝申し上げます。

ゴルフ同好会 　　　ゴルフ同好会　幹事　久　松　哲　生
　第284回ゴルフ同好会コンペを9月24日㈪に後楽ゴルフ倶楽部にて開催予定です。皆
様のご参加をお待ちしております。また10月19日㈮に後楽ゴルフ倶楽部にて開催予定
の地区大会記念ゴルフ大会のエントリーがまだ可能ですので、参加のご希望がござい
ましたらお知らせください。

第１回IDM 　　　ロータリー情報委員会　委員長　岩　本　一　壽
　今年度第１回IDMを８月２４日に開催しました。先ず「IDMとは」「近年の国際ロー
タリー会長及びテーマ」などについての説明を伺い、続いて「ロータリークラブとは」
と言うテーマでクラブ組織の成り立ち、発祥や規模、４大奉仕活動の概略などを中
心にロータリークラブに纏わる基礎的な情報を学びました。
　また他クラブの例会で取り上げられていた「ロータリークラブとライオンズクラブの
違い」についての卓話紹介もあり、改めて両組織の様 な々違いについて学ぶ機会となりました。

イニシエーションスピーチ（前々回例会プログラム） 洲  脇　史  朗　会員
「耕さない教育」
　私は20年間岡山理科大学に勤務し、３年前から岡山理科大学附属高等学校に校長とし
て赴任、そして今年度より附属中学校の校長も兼務しています。
　大学での研究テーマを「日本の教育は今後どうあるべきか」とし、その具体的内容で悩ん
でいた2004年頃、「不耕起栽培という、田んぼを耕さないで稲を育てる農法」と出会いまし
た。『耕した柔らかい田んぼで稲を育てると、ひ弱な稲となり、病害虫を防ぐための農薬や除草剤を撒き続け、最後ま
で手をかけなければならない。ところが、耕していない堅い田んぼに苗を植えると、最初は根を張れずにしおれるが、
我慢して見守っていると、やがてしっかりと根を張る。硬い土に根を張ることで、病害虫や冷害に強い野生力を獲得
し、後は収穫までほっておけば良い。』と言うものでした。目から鱗とはこのことでした。ただし硬い土に根を張らせるた
めには、苗を寒風にさらしたり、苗の上から重いローラーをかけるなどして、強い苗にしておかなければならないという
ことでした。そのとき、稲の不耕起栽培はまさに人間の子育てや教育そのものであると思いました。
　私は稲作の田植えの時期を、人間では中学生の時期と考え、①小学校卒業まで、②中学校の時期、③高等学校
入学以降の３期に分けて、それぞれどのような教育が望ましいのかを研究しました。特に①の「強い苗に育てる」に
値する教育を実践している保育園，幼稚園，小学校を探して日本国中を回りました。そして木更津市にある社会館保
育園で特筆すべき子育てを見つけたので、それを紹介します。
　社会館保育園の園長は、入園する前に保護者に向かって「入園したら、小さな怪我には目をつむってください。
今、小さな怪我を経験させることで、将来の大きな危険を避けることができます。」と説明をし、それに同意した保護
者の子弟のみを入園させます。そして、入園後の基本方針は、「保育士は手伝わない。」ことです。
　秋のある一日を取材させてもらいました。里山にある別館での活動でしたが、保護者が切り出した太い竹を、園児
がノコを使って輪切りにし、ロウソク立てを作っていました。多くの園児は自分の片足で竹を踏んで固定し、両手でノ
コを引いていました。ノコは切れ味が悪く、横滑りしていました。私の目の前の園児が突然「足をノコで引いた。」と声
を上げ、保育士の所へ走って行きました。保育士は「水道でジャーと洗っておいで。」と指示し、戻ってきた園児の傷
口を確認して後、「大丈夫、消毒してあげるから、このカットバン貼っとき。」と言ってカットバンを渡しました。消毒後、園
児は自分で器用にカットバンを貼り、元の作業に戻りました。これなら、強い苗に育つと確信した瞬間でした。
　この社会館保育園の悩みは、近くの小学校がここの園児の受け入れを迷惑がることです。その理由は、「自分た
ちでどんどんやってしまうので、懇切丁寧な指導ができず、教師としてやりにくい。」ということでした。その小学校の先
生方に「児童を突き放す」という発想はなく、懇切丁寧こそが教育であると勘違いしていることを知り、悲しくなった取
材でもありました。
　これからの社会は「予測がつかない社会」と言われています。そのような社会を生きぬく力を身につけさせるため
にも、この社会館保育園のような子育てや教育を応援していきたいと思っています。
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「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラムについて」 
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違い」についての卓話紹介もあり、改めて両組織の様 な々違いについて学ぶ機会となりました。

イニシエーションスピーチ（前々回例会プログラム） 洲  脇　史  朗　会員
「耕さない教育」
　私は20年間岡山理科大学に勤務し、３年前から岡山理科大学附属高等学校に校長とし
て赴任、そして今年度より附属中学校の校長も兼務しています。
　大学での研究テーマを「日本の教育は今後どうあるべきか」とし、その具体的内容で悩ん
でいた2004年頃、「不耕起栽培という、田んぼを耕さないで稲を育てる農法」と出会いまし
た。『耕した柔らかい田んぼで稲を育てると、ひ弱な稲となり、病害虫を防ぐための農薬や除草剤を撒き続け、最後ま
で手をかけなければならない。ところが、耕していない堅い田んぼに苗を植えると、最初は根を張れずにしおれるが、
我慢して見守っていると、やがてしっかりと根を張る。硬い土に根を張ることで、病害虫や冷害に強い野生力を獲得
し、後は収穫までほっておけば良い。』と言うものでした。目から鱗とはこのことでした。ただし硬い土に根を張らせるた
めには、苗を寒風にさらしたり、苗の上から重いローラーをかけるなどして、強い苗にしておかなければならないという
ことでした。そのとき、稲の不耕起栽培はまさに人間の子育てや教育そのものであると思いました。
　私は稲作の田植えの時期を、人間では中学生の時期と考え、①小学校卒業まで、②中学校の時期、③高等学校
入学以降の３期に分けて、それぞれどのような教育が望ましいのかを研究しました。特に①の「強い苗に育てる」に
値する教育を実践している保育園，幼稚園，小学校を探して日本国中を回りました。そして木更津市にある社会館保
育園で特筆すべき子育てを見つけたので、それを紹介します。
　社会館保育園の園長は、入園する前に保護者に向かって「入園したら、小さな怪我には目をつむってください。
今、小さな怪我を経験させることで、将来の大きな危険を避けることができます。」と説明をし、それに同意した保護
者の子弟のみを入園させます。そして、入園後の基本方針は、「保育士は手伝わない。」ことです。
　秋のある一日を取材させてもらいました。里山にある別館での活動でしたが、保護者が切り出した太い竹を、園児
がノコを使って輪切りにし、ロウソク立てを作っていました。多くの園児は自分の片足で竹を踏んで固定し、両手でノ
コを引いていました。ノコは切れ味が悪く、横滑りしていました。私の目の前の園児が突然「足をノコで引いた。」と声
を上げ、保育士の所へ走って行きました。保育士は「水道でジャーと洗っておいで。」と指示し、戻ってきた園児の傷
口を確認して後、「大丈夫、消毒してあげるから、このカットバン貼っとき。」と言ってカットバンを渡しました。消毒後、園
児は自分で器用にカットバンを貼り、元の作業に戻りました。これなら、強い苗に育つと確信した瞬間でした。
　この社会館保育園の悩みは、近くの小学校がここの園児の受け入れを迷惑がることです。その理由は、「自分た
ちでどんどんやってしまうので、懇切丁寧な指導ができず、教師としてやりにくい。」ということでした。その小学校の先
生方に「児童を突き放す」という発想はなく、懇切丁寧こそが教育であると勘違いしていることを知り、悲しくなった取
材でもありました。
　これからの社会は「予測がつかない社会」と言われています。そのような社会を生きぬく力を身につけさせるため
にも、この社会館保育園のような子育てや教育を応援していきたいと思っています。

－１－

例会プログラム例会プログラム

前回９月10日の例会記録前回９月10日の例会記録

　



クラブフォーラム
「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラムについて」 

青少年奉仕委員会 委員長　末　吉　賢　多
　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　45名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　10名
出席率　81.82％　　前々回訂正　81.13％　　　　
欠席者　藤岡，加戸，川本，児島，小菅，森本，奥田，槌田，氏房，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
基本的教育と識字率の向上月間
　2014年10月 RI 理事会は、9月を重点分野「基本的教育と識字率の向上月間」 とした。 地域
社会で基本的教育を普及し、識字能力を高める為のプログラムを支援し、地域社会の参加を
促進、成人識字率の向上、教育における男女格差を減らす為の活動、基本的教育と識字率向
上に関連した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間である。
ロータリーの友月間
　雑誌月間の廃止に伴い2015-16年度より日本独自に、9月を「ロータリーの友月間」とした。ロータリー地域雑誌と
呼ばれる「友」誌は、全世界に31誌ある地域雑誌でその目的は地域の特徴ある活動をその地域のロータリアンが
共有することである。又「The　Rotarian」の中からいくつかの記事をすべての地域雑誌にも掲載しているのは、
全世界のロータリアンが共通して知っておかなければならないためである。会員の義務でもある雑誌の講読や記
事紹介を会員に強調する月間でもある。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 本日のクラブフォーラムの資料と「作法同好会《名残りの茶会》ご案内」を配付しております。
② 理事・役員・委員長・部会長の皆様には10月1日㈪ 18：30から開催いたします「ガバナー補
佐訪問クラブ協議会」のご案内をお送りしておりますので、 よろしくお願いいたします。

③ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第1回創立30周年記念実行委員
会」が開催されますので、実行委員会の皆様はよろしくお願いいたします。

④ 他クラブ週報・月報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
竹本会長 : 先日7日～9日と東京に行っていましたが、東京はとてもよい天気でした。岡山に大雨警報が報じられ

ていましたので心配していましたが、岡山に帰って、何事もなく安心致しました。
仲田幹事 : 高松西RCとの野球に参加の皆様お疲れ様でした。あいにくの雨でボーリングになりましたが、楽しい

会でしたのでスマイルします。
日笠（伸）会員 : 先週の土曜日は、予定されていた高松西RCとの野球の交流試合が雨天中止となり、急遽ボー

リングの対抗戦となりましたが、岡山北西RCが圧勝しました。懇親会、その他の二次会では親睦を深
めることができました。また年内に試合をする約束をして笑顔で散会しました。関係者の皆さま、あり
がとうございました。

笠原会員 : 土曜日は雨の中、高松西RCとの親睦会に参加された方、お疲れ様でした。
山下会員 : 土曜日、高松西RCとの野球同好会、参加しました。楽しく懇親会過ごせました。

日曜日、友人の開業25周年記念に出席しました。中学・高校・大学、クラスのグループが別 に々あり、
仲々忙しい会でした。大原謙一郎氏にもお礼（インターアクトの）いたしました。

西岡会員 : 高松西RCとの親睦会参加の方、お疲れ様でした。
横山会員 : 今週の甲子園出席の皆さん、エースが絶好調だそうですので頑張って下さい。
鈴木会員: 写真同好会 岡本幹事、作品の提出がおそくなり申し訳ございませんでした。展示の際にはモザイク

をかけて下さい。
大畑会員 : 毎週の例会出席は、今日が最後になりそうですが、時々食事を食べに参加しますのでよろしくお願い

致します。色 と々お世話になりました。
久松会員 : 上着とバッジを置き忘れてきました。この様な時に限って目立つ席になってしまいました。スマイルします。
福元会員 : 欠席が続きましたので、お詫びを込めてスマイル致します。
小松原会員 : 先週は、鬼の霍乱で10数年振りに寝込んでしまい欠席させて頂きました。申し訳ありません。
野田会員 : 10日間ほどヨーロッパを旅行してきました。パリは最高気温18℃と秋めいていました。帰国の際はフラ

ンクフルト発関西空港行は台風の為、無期限の欠航となった為、ウィーン空港へ飛び、オーストリア航
空でなんとか12時間遅れで成田へ着きました。例会欠席しましたのでスマイルします。

   13件 38,000円（累計 432,672円）

誕生日ショートスピーチ 花　房　　　茂　会員
　私は昭和25年9月１日に岡山市内で生まれました。小学生の頃、誕生日が9月1日であ
ることをあまり嬉しく思っておりませんでした。何故なら、夏休みが終わって二学期
の始業式の登校日と重なっていたからです。
　昭和25年頃といいますと、戦後復興のさなかで皆一様に貧しく、私の家も同様でし
た。しかし、皆が貧しい為、劣等感を抱いた記憶は余りありません。生活の為、がむしゃらに働いてきた
今は亡き両親の姿は、今も私の脳裏に焼き付いています。そしてその姿が、その後の私の人生に多大な
影響を与えたことは、言うまでもありません。
　最後に、誕生日を祝っていただいた北西ロータリークラブに感謝申し上げます。

ゴルフ同好会 　　　ゴルフ同好会　幹事　久　松　哲　生
　第284回ゴルフ同好会コンペを9月24日㈪に後楽ゴルフ倶楽部にて開催予定です。皆
様のご参加をお待ちしております。また10月19日㈮に後楽ゴルフ倶楽部にて開催予定
の地区大会記念ゴルフ大会のエントリーがまだ可能ですので、参加のご希望がござい
ましたらお知らせください。

第１回IDM 　　　ロータリー情報委員会　委員長　岩　本　一　壽
　今年度第１回IDMを８月２４日に開催しました。先ず「IDMとは」「近年の国際ロー
タリー会長及びテーマ」などについての説明を伺い、続いて「ロータリークラブとは」
と言うテーマでクラブ組織の成り立ち、発祥や規模、４大奉仕活動の概略などを中
心にロータリークラブに纏わる基礎的な情報を学びました。
　また他クラブの例会で取り上げられていた「ロータリークラブとライオンズクラブの
違い」についての卓話紹介もあり、改めて両組織の様 な々違いについて学ぶ機会となりました。

イニシエーションスピーチ（前々回例会プログラム） 洲  脇　史  朗　会員
「耕さない教育」
　私は20年間岡山理科大学に勤務し、３年前から岡山理科大学附属高等学校に校長とし
て赴任、そして今年度より附属中学校の校長も兼務しています。
　大学での研究テーマを「日本の教育は今後どうあるべきか」とし、その具体的内容で悩ん
でいた2004年頃、「不耕起栽培という、田んぼを耕さないで稲を育てる農法」と出会いまし
た。『耕した柔らかい田んぼで稲を育てると、ひ弱な稲となり、病害虫を防ぐための農薬や除草剤を撒き続け、最後ま
で手をかけなければならない。ところが、耕していない堅い田んぼに苗を植えると、最初は根を張れずにしおれるが、
我慢して見守っていると、やがてしっかりと根を張る。硬い土に根を張ることで、病害虫や冷害に強い野生力を獲得
し、後は収穫までほっておけば良い。』と言うものでした。目から鱗とはこのことでした。ただし硬い土に根を張らせるた
めには、苗を寒風にさらしたり、苗の上から重いローラーをかけるなどして、強い苗にしておかなければならないという
ことでした。そのとき、稲の不耕起栽培はまさに人間の子育てや教育そのものであると思いました。
　私は稲作の田植えの時期を、人間では中学生の時期と考え、①小学校卒業まで、②中学校の時期、③高等学校
入学以降の３期に分けて、それぞれどのような教育が望ましいのかを研究しました。特に①の「強い苗に育てる」に
値する教育を実践している保育園，幼稚園，小学校を探して日本国中を回りました。そして木更津市にある社会館保
育園で特筆すべき子育てを見つけたので、それを紹介します。
　社会館保育園の園長は、入園する前に保護者に向かって「入園したら、小さな怪我には目をつむってください。
今、小さな怪我を経験させることで、将来の大きな危険を避けることができます。」と説明をし、それに同意した保護
者の子弟のみを入園させます。そして、入園後の基本方針は、「保育士は手伝わない。」ことです。
　秋のある一日を取材させてもらいました。里山にある別館での活動でしたが、保護者が切り出した太い竹を、園児
がノコを使って輪切りにし、ロウソク立てを作っていました。多くの園児は自分の片足で竹を踏んで固定し、両手でノ
コを引いていました。ノコは切れ味が悪く、横滑りしていました。私の目の前の園児が突然「足をノコで引いた。」と声
を上げ、保育士の所へ走って行きました。保育士は「水道でジャーと洗っておいで。」と指示し、戻ってきた園児の傷
口を確認して後、「大丈夫、消毒してあげるから、このカットバン貼っとき。」と言ってカットバンを渡しました。消毒後、園
児は自分で器用にカットバンを貼り、元の作業に戻りました。これなら、強い苗に育つと確信した瞬間でした。
　この社会館保育園の悩みは、近くの小学校がここの園児の受け入れを迷惑がることです。その理由は、「自分た
ちでどんどんやってしまうので、懇切丁寧な指導ができず、教師としてやりにくい。」ということでした。その小学校の先
生方に「児童を突き放す」という発想はなく、懇切丁寧こそが教育であると勘違いしていることを知り、悲しくなった取
材でもありました。
　これからの社会は「予測がつかない社会」と言われています。そのような社会を生きぬく力を身につけさせるため
にも、この社会館保育園のような子育てや教育を応援していきたいと思っています。

－２－

クラブ情報 クラブ情報 

　



クラブフォーラム
「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラムについて」 

青少年奉仕委員会 委員長　末　吉　賢　多
　

出席の状況　
会員数　55名（内出席免除者　１名）　出席者数　45名（内出席免除者出席　１名）　欠席者数　10名
出席率　81.82％　　前々回訂正　81.13％　　　　
欠席者　藤岡，加戸，川本，児島，小菅，森本，奥田，槌田，氏房，山田

会 長 報 告 会　長　竹　本　千代子
基本的教育と識字率の向上月間
　2014年10月 RI 理事会は、9月を重点分野「基本的教育と識字率の向上月間」 とした。 地域
社会で基本的教育を普及し、識字能力を高める為のプログラムを支援し、地域社会の参加を
促進、成人識字率の向上、教育における男女格差を減らす為の活動、基本的教育と識字率向
上に関連した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間である。
ロータリーの友月間
　雑誌月間の廃止に伴い2015-16年度より日本独自に、9月を「ロータリーの友月間」とした。ロータリー地域雑誌と
呼ばれる「友」誌は、全世界に31誌ある地域雑誌でその目的は地域の特徴ある活動をその地域のロータリアンが
共有することである。又「The　Rotarian」の中からいくつかの記事をすべての地域雑誌にも掲載しているのは、
全世界のロータリアンが共通して知っておかなければならないためである。会員の義務でもある雑誌の講読や記
事紹介を会員に強調する月間でもある。

幹 事 報 告 幹　事　仲　田　錠　二
① 本日のクラブフォーラムの資料と「作法同好会《名残りの茶会》ご案内」を配付しております。
② 理事・役員・委員長・部会長の皆様には10月1日㈪ 18：30から開催いたします「ガバナー補
佐訪問クラブ協議会」のご案内をお送りしておりますので、 よろしくお願いいたします。

③ 本日例会終了後13：30より、3F「エメラルドの間」において「第1回創立30周年記念実行委員
会」が開催されますので、実行委員会の皆様はよろしくお願いいたします。

④ 他クラブ週報・月報を回覧いたします。

S . A . A .  　 　　　
竹本会長 : 先日7日～9日と東京に行っていましたが、東京はとてもよい天気でした。岡山に大雨警報が報じられ

ていましたので心配していましたが、岡山に帰って、何事もなく安心致しました。
仲田幹事 : 高松西RCとの野球に参加の皆様お疲れ様でした。あいにくの雨でボーリングになりましたが、楽しい

会でしたのでスマイルします。
日笠（伸）会員 : 先週の土曜日は、予定されていた高松西RCとの野球の交流試合が雨天中止となり、急遽ボー

リングの対抗戦となりましたが、岡山北西RCが圧勝しました。懇親会、その他の二次会では親睦を深
めることができました。また年内に試合をする約束をして笑顔で散会しました。関係者の皆さま、あり
がとうございました。

笠原会員 : 土曜日は雨の中、高松西RCとの親睦会に参加された方、お疲れ様でした。
山下会員 : 土曜日、高松西RCとの野球同好会、参加しました。楽しく懇親会過ごせました。

日曜日、友人の開業25周年記念に出席しました。中学・高校・大学、クラスのグループが別 に々あり、
仲々忙しい会でした。大原謙一郎氏にもお礼（インターアクトの）いたしました。

西岡会員 : 高松西RCとの親睦会参加の方、お疲れ様でした。
横山会員 : 今週の甲子園出席の皆さん、エースが絶好調だそうですので頑張って下さい。
鈴木会員: 写真同好会 岡本幹事、作品の提出がおそくなり申し訳ございませんでした。展示の際にはモザイク

をかけて下さい。
大畑会員 : 毎週の例会出席は、今日が最後になりそうですが、時々食事を食べに参加しますのでよろしくお願い

致します。色 と々お世話になりました。
久松会員 : 上着とバッジを置き忘れてきました。この様な時に限って目立つ席になってしまいました。スマイルします。
福元会員 : 欠席が続きましたので、お詫びを込めてスマイル致します。
小松原会員 : 先週は、鬼の霍乱で10数年振りに寝込んでしまい欠席させて頂きました。申し訳ありません。
野田会員 : 10日間ほどヨーロッパを旅行してきました。パリは最高気温18℃と秋めいていました。帰国の際はフラ

ンクフルト発関西空港行は台風の為、無期限の欠航となった為、ウィーン空港へ飛び、オーストリア航
空でなんとか12時間遅れで成田へ着きました。例会欠席しましたのでスマイルします。

   13件 38,000円（累計 432,672円）

誕生日ショートスピーチ 花　房　　　茂　会員
　私は昭和25年9月１日に岡山市内で生まれました。小学生の頃、誕生日が9月1日であ
ることをあまり嬉しく思っておりませんでした。何故なら、夏休みが終わって二学期
の始業式の登校日と重なっていたからです。
　昭和25年頃といいますと、戦後復興のさなかで皆一様に貧しく、私の家も同様でし
た。しかし、皆が貧しい為、劣等感を抱いた記憶は余りありません。生活の為、がむしゃらに働いてきた
今は亡き両親の姿は、今も私の脳裏に焼き付いています。そしてその姿が、その後の私の人生に多大な
影響を与えたことは、言うまでもありません。
　最後に、誕生日を祝っていただいた北西ロータリークラブに感謝申し上げます。

ゴルフ同好会 　　　ゴルフ同好会　幹事　久　松　哲　生
　第284回ゴルフ同好会コンペを9月24日㈪に後楽ゴルフ倶楽部にて開催予定です。皆
様のご参加をお待ちしております。また10月19日㈮に後楽ゴルフ倶楽部にて開催予定
の地区大会記念ゴルフ大会のエントリーがまだ可能ですので、参加のご希望がござい
ましたらお知らせください。

第１回IDM 　　　ロータリー情報委員会　委員長　岩　本　一　壽
　今年度第１回IDMを８月２４日に開催しました。先ず「IDMとは」「近年の国際ロー
タリー会長及びテーマ」などについての説明を伺い、続いて「ロータリークラブとは」
と言うテーマでクラブ組織の成り立ち、発祥や規模、４大奉仕活動の概略などを中
心にロータリークラブに纏わる基礎的な情報を学びました。
　また他クラブの例会で取り上げられていた「ロータリークラブとライオンズクラブの
違い」についての卓話紹介もあり、改めて両組織の様 な々違いについて学ぶ機会となりました。

イニシエーションスピーチ（前々回例会プログラム） 洲  脇　史  朗　会員
「耕さない教育」
　私は20年間岡山理科大学に勤務し、３年前から岡山理科大学附属高等学校に校長とし
て赴任、そして今年度より附属中学校の校長も兼務しています。
　大学での研究テーマを「日本の教育は今後どうあるべきか」とし、その具体的内容で悩ん
でいた2004年頃、「不耕起栽培という、田んぼを耕さないで稲を育てる農法」と出会いまし
た。『耕した柔らかい田んぼで稲を育てると、ひ弱な稲となり、病害虫を防ぐための農薬や除草剤を撒き続け、最後ま
で手をかけなければならない。ところが、耕していない堅い田んぼに苗を植えると、最初は根を張れずにしおれるが、
我慢して見守っていると、やがてしっかりと根を張る。硬い土に根を張ることで、病害虫や冷害に強い野生力を獲得
し、後は収穫までほっておけば良い。』と言うものでした。目から鱗とはこのことでした。ただし硬い土に根を張らせるた
めには、苗を寒風にさらしたり、苗の上から重いローラーをかけるなどして、強い苗にしておかなければならないという
ことでした。そのとき、稲の不耕起栽培はまさに人間の子育てや教育そのものであると思いました。
　私は稲作の田植えの時期を、人間では中学生の時期と考え、①小学校卒業まで、②中学校の時期、③高等学校
入学以降の３期に分けて、それぞれどのような教育が望ましいのかを研究しました。特に①の「強い苗に育てる」に
値する教育を実践している保育園，幼稚園，小学校を探して日本国中を回りました。そして木更津市にある社会館保
育園で特筆すべき子育てを見つけたので、それを紹介します。
　社会館保育園の園長は、入園する前に保護者に向かって「入園したら、小さな怪我には目をつむってください。
今、小さな怪我を経験させることで、将来の大きな危険を避けることができます。」と説明をし、それに同意した保護
者の子弟のみを入園させます。そして、入園後の基本方針は、「保育士は手伝わない。」ことです。
　秋のある一日を取材させてもらいました。里山にある別館での活動でしたが、保護者が切り出した太い竹を、園児
がノコを使って輪切りにし、ロウソク立てを作っていました。多くの園児は自分の片足で竹を踏んで固定し、両手でノ
コを引いていました。ノコは切れ味が悪く、横滑りしていました。私の目の前の園児が突然「足をノコで引いた。」と声
を上げ、保育士の所へ走って行きました。保育士は「水道でジャーと洗っておいで。」と指示し、戻ってきた園児の傷
口を確認して後、「大丈夫、消毒してあげるから、このカットバン貼っとき。」と言ってカットバンを渡しました。消毒後、園
児は自分で器用にカットバンを貼り、元の作業に戻りました。これなら、強い苗に育つと確信した瞬間でした。
　この社会館保育園の悩みは、近くの小学校がここの園児の受け入れを迷惑がることです。その理由は、「自分た
ちでどんどんやってしまうので、懇切丁寧な指導ができず、教師としてやりにくい。」ということでした。その小学校の先
生方に「児童を突き放す」という発想はなく、懇切丁寧こそが教育であると勘違いしていることを知り、悲しくなった取
材でもありました。
　これからの社会は「予測がつかない社会」と言われています。そのような社会を生きぬく力を身につけさせるため
にも、この社会館保育園のような子育てや教育を応援していきたいと思っています。

－３－

本日のメニュー（９月21日）月見夜間例会特別メニュー
次回のメニュー（10月１日（ヘルシーメニュー））　

　丼　　ピーチポークの燻製仕立て　白髪葱、刻み葱　
　　　　別猪口　酢橘　五穀御飯（岡山県産こしひかり）
小　鉢　秋茄子煮浸し　糸花鰹
温　物　茶碗蒸し　銀餡掛け　振り柚子
赤出汁　三種　　　　　香物　三種盛り

　　会報部会／楠　慎平・山田喜広・原　全伸

　

前回メニュー（9月10日） ： 鰈のロースト
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